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ある。つまり英語であれば、podium, platform, pedestrian deck, bulk, roof street,






destrian deck, pedestrian platforms）」③「スカイウェイ（skyway）」④「プラット
フォーム（platforms）」⑤「ストリートデッキ（street deck）」⑥「バルク（bulk）」⑦
「ロッジア（loggia）」⑧「ビル間連結バルク（bulk connecting services on either side）」8













開催した際の、新産業技術センター（Le Centre des Nouvelles Industries et Technologies.
CNIT）の建設からであった（図４）。その後、政府は1958年９月に、商工業的公施設法
人（Établissement public à caractère industriel et commercial. EPIC）として、ラ・デ




















































































































































































































































































（Musée de l hʼomme.）とアフリカ・オセアニア博物館（Musée national des arts dʼ
Afrique et d Oʼcéanie.）のコレクションを統合したものである。
そのうち、後者のアフリカ・オセアニア博物館は、1931年のパリ植民地博覧会（Lʼ
Exposition coloniale internationale.）の際に作られた「植民地博物館（Musée permanent
des Colonies.）」に起源をもつが23、コレクションを失った博物館は、サルコジ大統領の
−（10）−
肝いりで「国立移民の歴史都市（Cité nationale de l hʼistoire de l iʼmmigration.）」という博
物館となった。2008年、そこで1931年の植民地博覧会を検証する展覧会（1931. Les
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